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し，労働供給は外生的に与えられるものとする。したがって，本稿のモデルは Samuelson
（1975）に世代内再分配の要素を組み込んだものと位置付けられる（4）。
　本稿の構成は以下のとおりである。第 1 節ではモデルを記述する。第 2 節では資源制約





　2 期間を生きる個人で構成される世代重複モデルを考える。各世代には x タイプの個人
が存在し，タイプ i の個人の生産性を ai とする（ai ≤…≤ ax）。ただし，少なくとも 1 組は
ai≠aj となるような i，j が存在するものとする。タイプ i の割合はθi とし，任意の i，j
についてθi＝θj する（j≠i）。世代内の平均生産性は a＝∑θiai＝1 とする。第 t 期に若年期
で登場する世代 t のタイプ i の賃金は wti＝aiwt と表され，wt は世代内で共通の効率労働 1
単位当たりの賃金率を表す。また，その効用関数は以下のような対数関数を仮定する。
 Uti＝U（cti, dit＋1）＝lncti＋βlndti＋1 （1）
ただし cti は若年期の消費，dit＋1 は老年期の消費である。
　sti を世代 t のタイプ i の貯蓄とすると，各期の予算制約は以下のようになる。
 cti＝（1－τp－τf）wti－sti （2）
 dit＋1＝bp, t＋1＋bf, t＋1＋stiRt＋1 （3）
ただしτp とτf はそれぞれ賦課方式，積立方式の年金保険料率であり，bp, t＋1 と bf, t＋1 は第 t
＋1 期の各方式の年金給付額，Rt＋1 は第 t＋1 期のグロスの金利である。




































 F（Kt, Lt）＝AKtαLt1－α （12）
ただし，資本は完全に減耗すると仮定する。このとき，企業の利潤を以下のように表すこ
とができる。










































　資本が完全に減耗するため，第 t＋1 期の資本 Kt＋1 は第 t 期の投資 It に一致する。また，































































 W＝W（U1, …, Ux） （36）
ただし，Wi≡∂W/∂Ui＞0，Wii≡∂2W/∂（Ui）2≤0 と仮定する。また，任意の i, j について
















































































































































































（5） Samuelson（1975）のモデルでは（τ，ks）という 2 つの変数で年金制度が規定されるとしているが（p.
540），このうちτは保険料の合計（本稿の定義ではτp＋τf）を表し，ks は積立金の大きさを表す。
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ため，（50）は R＝1＋n を含意することとなり，（16）から f′（k）＝R であるため，資本に
関する黄金律の条件（42）を満たすことが示される。ちなみに，定常状態での均衡におけ






そこで実現する資源配分は第 2 節で求めたものに一致する。つまり，2 つの財政方式を組
み合わせることにより，最適な資源配分を実現することができるのである。
3.2　賦課方式のみ利用可能な場合




このとき，Wp（τp＊, 0）＞0 かつ Wp（1,0）＜0 であることが示されるので（AppendixB 参照），
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　ここでは，Wp（τp＊, 0）＞0 かつ Wp（1,0）＜0 であることを示す。まず，τp＝τp＊のとき，
R＝1＋n となるため，（54）は以下のようになる。
  （B－1）
τp＜1 とすると，（35）より，ai＜aj となるような任意の i, j に関して di＜dj となり，Udi＞

















































































































（31）より，τp＝1 のときには k＝0 となり，このとき，（16）より R＝∞となるため，（B
－6）の右辺は負となる。よって，Wp（1,0）＜0 となる。












































公的年金制度が果たしうる 2 つの機能について検討する。1 つは資本蓄積の調整機能であ
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